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メタデータ登録票記載のお願い 

2025.6 

国立科学博物館 神保 宇嗣 

 

平素は S-Net および GBIF 事業にご協力いただきまして、大変ありがとうございます。 

S-Net では 2018 年 4 月以降、GBIF と同様にデータセット（コレクション）ごとに、機関情報や

データセットに関する情報を公開しています（詳細は別紙を参照）。そのため、データご提供の際

は、データと併せてメタデータ登録票の提出をお願いしております。実際にお願いしたい作業は、

下記の【お願いしたいこと】だけで、比較的単純なことですが、これを機会に S-Net および GBIF

におけるデータ管理についても紹介したいと思います。多少長くなりますが、お付き合いいただ

ければ幸いです。 

 

【背景】 

各機関からご提供いただいているデータは、多くの場合、分類群や寄贈者など、コレクションご

とにひとかたまりのデータとして扱われています。このかたまりをデータセットと言います。例

えば、X 博物館の鱗翅類、Y 博物館の菌類、といった具合です。データセットのまとめ方は任意

で、X 博物館が「鱗翅類」、「甲虫類」と分かれていても、別な機関では同様の標本が「昆虫類」あ

るいは「動物」としてまとまっていても問題ありません。データセットをコレクションと同じ単

位にする必要もありませんが、標本情報をコレクションごとにまとめたほうが管理が容易なため、

データセットをコレクション単位にするのが通例です。さて、このデータセットは、S-Net およ

び GBIF ではデータ管理上の単位となっており、データセットごとに ID が与えられます。現在、

GBIF では UUID（Universal Unique Identifier）と呼ばれるランダムな文字列が与えられます。

例えば、 81251eee-f762-11e1-a439-00145eb45e9a は、“ Ibaraki Nature Museum, Fungi 

Collection”というデータセットに与えられた ID です。この文字列はインターネット上でこのデ

ー タ セ ッ ト を 特 定 で き る よ う 紐 づ け さ れ て お り 、 こ の UUID を 使 っ て

“https://www.gbif.org/dataset/81251eee-f762-11e1-a439-00145eb45e9a“と検索すると、GBIF

上のこのデータセットが表示され、ダウンロードも可能です。同じく S-Ｎet でも、データセット

を特定する ID としてデータセット略号を与えており、データセット単位での検索やダウンロー

ドが可能です。データセット略号は、通例で機関コード（機関略号）とコレクションコード（標

本コード）を組み合わせたものになります（例：科博の菌類であれば、TNS-F；秋田県立博物館

の棘皮動物であれば AKPM-EC）。データセット略号と UUID は紐づけて管理されており、S-Ｎ

et から GBIF へデータを送る際にデータセットの特定が出来るようになっています。 

 上で述べたように、データセットが一つの管理上のデータのかたまりとなります。そのため、

管理上に必要なデータが標本情報のデータ本体とは別に必要となります。これを私たちはデータ

セットの「メタデータ」と呼んでいます。論文や書籍でいえば、データそのものは本文に相当し、

タイトルや著者・出版社などがメタデータになります。メタデータとは「説明データ」などと訳

されていますが、ここでは、要するにデータセットの書誌情報だと思えばよいでしょう。メタデ

ータによって、そのデータがどのような素性のものか（だれが、どんな目的で、どんな内容のデ

ータを集めたのか、など）、分かるようになり、データセットを見つけるのに役立ちます。  
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 GBIF で各データセットに要求されているメタデータ項目は次のようなものです。 

・機関名（館名） 

・データセットのタイトル 

・内容 

・ライセンス 

・担当者連絡先 

・データ作成者連絡先 

・メタデータ作成者連絡先 

 （※連絡先＝姓・名・肩書き・メールアドレス） 

 

GBIF で要求されている項目はすべて英文ですが、S-Net ではこれに準じ各項目の和文データも

備えています。そのため、S-Net では、S-Net 自身のデータ管理に必要な項目を加えて、下記のよ

うなメタデータ項目を収集しております（和は日本語での情報、英は英語の情報あるいはお名前

のローマ字表記です）。 

 

・機関名（和・英） 

・機関コード（機関略号） 

・機関の日本語サイト URL 

・機関の英語サイト URL 

・コレクション名 

・コレクションコード 

・データセットのタイトル（英） 

・内容（和・英） 

・データセットの日本語サイト URL 

・データセットの英語サイト URL 

・キーワード（和・英） 

・ライセンス 

・担当者連絡先（和・英） 

・技術担当者連絡先（和・英） 

 

なお、S-Net では、担当者とメタデータ作成者をまとめて、「担当者連絡先」として情報をいただ

いております。以前は、キーワード、担当者連絡先および技術担当者連絡先の電話番号も GBIF

より公開していましたが、現在は公開しておらず、令和 3 年度より電話番号は収集いたしません。 

 

また、データセットのメタデータのライセンスは CC0（著作者の引用を伴わずに二次利用可能）

とします。「◯◯博物館の鳥類標本コレクション ABC-XXX」を引用するのに、いちいち作成者

を述べるのは不要という判断からです。 

 

また、日本生物多様性情報イニシアチブ（JBIF、旧日本ノード）サイトの標本・観察データ検索

システムでは、国立遺伝学研究所から提供されているデータや S-Net のデータを含め、日本から

GBIF に登録されたデータ（英語項目のみ、和名は学名に変換して検索されます）、提供機関およ

びデータセットを検索できます。 
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【お願いしたいこと】 

１） 様式 7 は、メタデータを記載していただくための登録票です。登録票はデータセット（コレ

クション）１つにつき１枚ずつ作成してください。 

２） 作成したメタデータ登録票は、データご提供の際、s-net_info(at)kahaku.go.jp 宛てに Excel

ファイルでご返送ください。 

３） なお、メタデータの書き方については、S-Net ホームページ内の機関・データセット一覧の

ページ https://science-net.kahaku.go.jp/app/k/ よりデータセットを選択していただければ、

様々な例をご覧いただけます。また、データセット詳細画面から「GBIF へ」のリンクを選択

すると GBIF サイトで表示される内容もご確認いただけます。 

４） 各項目について、ご注意をお願いしたい点を申し上げます。 

項目名 注意 

機関名（和）、機関名英文名

（英） 

正式名称をお願いします。特に、英文正式名称にご注意くださ

い。英語の名称は必要なので、正式な英文名称が決まっていな

い場合などは、その旨もお知らせいただきますと助かります。 

機関コード（機関略号） 機関の略号をご記入ください。 

機関の日本語サイト URL、

機関の英語サイト URL 

機関の日本語サイトおよび英語サイトの URL をご記入くださ

い。 

コレクション名 コレクション名をご記入ください。 

コレクションコード コレクションコードをご記入ください。 

データセットのタイトル

（英） 

データセットのタイトルを英語でご記入ください。 

内容（和・英） コレクションの概要をご記入ください。 

データセットの日本語サイト

URL、データセットの英語サ

イト URL 

機関の URL 以外に本データセット公表をメインとした日本語

サイト、英語サイトがあれば、それらの URL をご記入くださ

い。 

キーワード（和・英） キーワードを半角カンマとスペース", "で区切ってご記入くだ

さい。GBIF では公開いたしません。 

ライセンス データ利用権回答書で回答いただく内容です。（変更不可） 

担当者名（和） 

担当者姓・名（英） 

担当者肩書き（和・英） 

担当者メールアドレス 

データセットの管理上の問い合わせ先（実際には問い合わせが

あることはほとんどありませんが）をご記入ください。 

技術担当者名（和） 

技術担当者姓・名（英） 

技術担当者肩書き（和・英） 

技術担当者メールアドレス 

データセットの内容についての問い合わせ先（実際には問い合

わせあることはほとんどありませんが）をご記入ください。 

【補足】S-Net上に他のデータセットがすでに掲載されている場合は、掲載中のデータセット情報のシ

ートに新規データセットの情報を追加してご提出いただくこともできます。掲載中のデータセット情

報が必要な場合は s-net_info(at)kahaku.go.jp 宛にお問い合わせください。 



ご提出いただいたメタデータの一部は、S-Net（https://science-net.kahaku.go.jp/）上で｢機関情報」と
｢データセット｣として公開しています。
例えば、S-Netの｢データセット略号｣はメタデータ登録票の｢3.機関コード（機関略号）｣と｢7.コレクション
コード｣を組み合わせたものを、｢タイトル（日本語）｣は｢6.コレクション名｣を表示しています。

S-Net画面項目とメタデータ登録票項目の対応例

S-Net機関情報の画面 S-Netデータセットの画面
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*メタデータ登録票でいただいた
機関が所在している県です。
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【参考資料A-1】 別紙

※【様式８】データ利用権回答書
にてご回答いただいた区分。
該当区分にチェックをして提出します。

英語の情報は、GBIF （https://www.gbif.org/ja/）
のデータセット情報として公表されます。

GBIFデータセットの画面

GBIFへ

※



JBIF標本・観察データ検索画面項目とメタデータ登録票項目の対応例

JBIF標本・観察データセットの画面
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